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がんと高齢化がもたらす課題への取組
～ 第 4 期がん対策推進基本計画を踏まえて～

厚生労働省健康•生活衛生局がん ・疾病対策課 課長

西嶋康浩

日 一

政府においては、令和5年3月に閣議決定された 「第4 期がん対策推進基本計画」

では、「誰一 人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」を

全体目標とし、 「がん予防」、「がん医療」及び「がんとの共生」の3本の柱に沿った総合

的ながん対策を推進することとしている。

本講演においては、がんのマジョリティー を占める高齢者のがんを中心に厚生労働省

の取組を紹介するとともに、課題や今後の方向性について説明する。
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高齢者にも安全ながん外科治療の開発

静岡県立静岡がんセンタ ー 副院長（胃外科）

寺島雅典

ー要

経 歴

1983.3 岩手医科大学医学部卒業

1987.3 同大学院修了

1992.1 岩手医科大学第1外科助手

1994.6 岩手医科大学第1外科講師

1994.6 ハー バー ド大学ダナファー バー 癌研究所留学

1995.8 岩手医科大学第1外科講師

2002.4 福島県立医科大学第1外科助教授

2007.10福島県立医科大学付属病院教授

2008.4 静岡県立静岡がんセンター 胃外科部長

2020.4 静岡県立静岡がんセンター 副院長

日 一

高齢者においては身体機能が低下している上に、様々な併存症を有しているため、

患者への負担（侵襲）が大きな外科治療においては特に留意が必要である。より侵襲が

少ない腹腔鏡手術やロボット手術などの低侵襲手術の導入や、周術期の管理により

術後合併症の発生率を減少させることが可能である。高齢者に特有の術後肺炎やせん

妄を予防する試みとして、術前からスクリ ー ニングと多職種による介入を行って支援する

高齢者包括ケアプログラムについて紹介する。




































































































































































